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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、近代ヨーロッパ社会の形成・変容過程における宗教の役割を、特に
カトリシズムに着目して歴史的に検討することにあった。分析の結果、明らかになった点は以下のとおりであ
る。
(1) 生活習慣や儀礼、文化を通じて継承されるカトリシズムは、世俗化の進む19世紀以降のヨーロッパにおいて
も、一定の社会的影響力を保持していた。 (2) 時代と地域によって偏差はあるものの、カトリシズムの影響力
は、教育、労働、政治、福祉など、幅広い領域に及んでいる。(3)カトリシズムは、近代社会の諸原理に反発し
ながらも、部分的にはその論理を受け入れ、近代ヨーロッパ社会の形成をともに担ったといえる。

研究成果の概要（英文）：This research project explored what role Catholicism played in the formation
 and the development of modern European society. Our research group came to the following three 
conclusions. 
First, Catholicism, as it continued to be expressed through everyday life and culture, maintained a 
certain amount of social influence even as Europe was experiencing secularization from the turn into
 the nineteenth century onwards. Second, though there were differences depending on era and region, 
Catholicism’s influence was far-ranging, encompassing areas such as education, labor, politics, and
 welfare. Third, though it rejected many of the basic principles of modern society, Catholicism 
embraced some of them and hence became one of the driving forces in the formation of modern European
 society.

研究分野： 西洋史
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本の西洋近現代史研究において、宗教
というテーマはながらく等閑視されてきた。
その背景には、近代の到来とともに宗教の役
割は後景に退く、という伝統的な「世俗化史
観」がある。中世・近世史とは異なって、近
代史においては、宗教はもはや顧慮する必要
のないものとされ、その結果、宗教にかかわ
る歴史研究はもっぱら教会史や神学の枠内
で取り扱われ、一般歴史学の外に置かれる傾
向にあった。 
 
(2) しかし、宗教が様々な形で問題化する近
年、ことに、イデオロギー対立にかわって宗
教・宗派対立が顕在化し始めた 1990 年代を
境に、人文・社会科学全般において宗教問題
への関心は高まりつつあった。報告者は、歴
史学においても、従来の「世俗化史観」を見
直し、近代社会の形成過程における宗教の位
置づけを再考することが求められていると
考え、本研究課題を着想するにいたった。 
 
２．研究の目的 
 上記の問題意識にもとづいて、本研究では、
近代ヨーロッパ社会の形成過程における宗
教の役割を、キリスト教、特にカトリシズム
に着目して分析することとした。一般に、近
代の諸原理に親和的とみなされるプロテス
タンティズムに比して、カトリシズムは近代
の「対抗勢力」、「前近代社会の残滓」として
描かれがちであった。しかし、中世以来の「伝
統宗教」として、ヨーロッパ社会の隅々に広
がるカトリック文化、組織、人的ネットワー
クは、国家や公権力とは別の次元・論理によ
る強大な組織力・動員力を有し、近代以降の
政治や法制度、教育、文化など多方面に大き
な影響力を及ぼしてきた。本研究は、こうし
たヨーロッパ近代とカトリシズムの関係性
を、単なる抵抗と対立の図式に還元すること
なく、具体的な事象に即して多面的・重層的
に描き出すことをねらいとした。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するため、本研究は、社
会史的アプローチを選択した。制度や政策が
内包している宗教的な価値規範、社会を動か
す宗教・宗派的組織や運動の持つダイナミズ
ム、あるいは、日常的な儀礼や慣習のなかの
宗教的心性などを、個別の実証研究を通して
可視化するためである。具体的には、教育、
政治、労働、社会問題の 4 つの領域を定め、
ヨーロッパのカトリック国・地域をフィール
ドとする研究者 12 名（フランス 4 名、ドイ
ツ 3名、スペイン、イタリア、アイルランド、
ポーランド、オランダ各 1名）が、それぞれ
の専門を生かした個別テーマを設定し、分析
を進めることとした。 
 
４．研究成果 
 共同研究の成果は、下記に示す通り、個々

の参加研究者による学会発表、論文、翻訳、
資料紹介および著書など、様々な形で公表さ
れている。もっとも主要な成果としては、参
加研究者による論稿を集めた論文集、中野智
世・前田更子・渡邊千秋・尾崎修治編著『近
代ヨーロッパとキリスト教――カトリシズ
ムの社会史』（勁草書房、2016 年）の刊行が
あげられる。本書に即して、共同研究の成果
を以下の 3点にまとめて示す。 
 
(1) カトリシズムは、近代の諸原理にしばし
ば強い反発を示しつつも、一部はその論理や
価値を受け入れ、19 世紀以降のヨーロッパ社
会の形成に関与した。時代や地域によって偏
差はあるものの、その影響力は、教育、労働、
政治など、幅広い領域に見て取ることができ
る。 
 
(2) 生活習慣や文化、儀礼、人々のつながり
といった目に見える形で継承されるカトリ
シズムは、教会離れ・信仰離れが進む近現代
社会においても、ある種の「耐性」を有して
いた。日々の生活や人生の節目に定型的に組
み込まれた宗教実践は、社会集団を凝集させ、
統合する機能を有し、それが、組織や集団と
してのカトリックの強みでもあることが明
らかになった。 
 
(3) 近代の諸原理と対立するカトリシズム
の論理は、まさにそれゆえに、近代の論理で
は解決できない諸問題に対するオータナテ
ィヴとして、現代的課題に応える可能性を秘
めていることが示唆された。例えば、生命倫
理やケアの領域などにおいては、科学や合理
主義といった近代の諸原理とは異なるスタ
ンスに立つカトリシズムの世界観、論理が並
存していることが明らかになった。 
 
 同書がとりあげた近代のカトリシズムは、
西洋近現代史研究においても、宗教学におい
ても、これまで十分な蓄積がない分野であっ
た。すでに、歴史学、宗教学の専門雑誌にお
いて書評が準備されており、2017年3月には、
本書に対する合評会も開催された。本研究を
最初の一歩として、今後は、さらに対象領域
を拡大し、あらたな分析視角を加味した共同
研究を進める予定である。 
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